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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各ユーザのユーザ識別情報と、前記各ユーザの生体情報とを対応付けて記憶する生体情
報記憶手段と、
　被測定者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、
　前記生体情報取得手段が取得した生体情報と、前記生体情報記憶手段に記憶された生体
情報との類似度を算出する類似度算出手段と、
　算出された前記類似度が閾値を超える生体情報を特定し、特定した前記生体情報に対応
付けて前記生体情報記憶手段に記憶されているユーザ識別情報を特定する特定手段と、
　前記特定手段によって前記ユーザ識別情報を特定することができた場合には、前記生体
情報取得手段によって取得された前記生体情報を、特定された前記ユーザ識別情報に対応
付けて前記生体情報記憶手段に記憶させ、前記特定手段によってユーザ識別情報を特定す
ることができなかった場合には、前記生体情報取得手段によって取得された前記生体情報
を、新たに生成した暫定ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させる
記憶制御手段と
　を備えることを特徴とする生体情報管理装置。
【請求項２】
　前記特定手段が特定した前記ユーザ識別情報を前記被測定者に通知し、通知したユーザ
識別情報に対応付けて、前記生体情報取得手段が取得した生体情報を記憶してもよいか否
かを前記被測定者に質問する第１の質問手段を備え、
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　前記記憶制御手段は、前記第１の質問手段による質問に対し、生体情報を記憶してもよ
い旨の返答が前記被測定者からあったときには、前記生体情報取得手段が取得した前記生
体情報を、通知した前記ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の生体情報管理装置。
【請求項３】
　前記各ユーザのユーザ識別情報と、前記各ユーザを認証するための認証情報とをそれぞ
れ対応付けて記憶する認証情報記憶手段と、
　前記被測定者から認証情報を取得する認証情報取得手段と、
　前記認証情報取得手段が取得した認証情報と、前記認証情報記憶手段に記憶された認証
情報とを照合し、一致した認証情報に対応付けて前記認証情報記憶手段に記憶されている
ユーザ識別情報を特定する認証手段と
　を備え、
　前記認証手段によってユーザ識別情報を特定することができた場合、前記記憶制御手段
は、前記生体情報取得手段が取得した前記生体情報を、前記認証手段が特定した前記ユー
ザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させ、
　前記認証手段によってユーザ識別情報を特定することができなかった場合、前記記憶制
御手段は、前記生体情報取得手段が取得した前記生体情報を、前記特定手段が特定した前
記ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の生体情報管理装置。
【請求項４】
　前記被測定者について前記特定手段又は前記認証手段によってユーザ識別情報を特定す
ることができ、且つ、前記生体情報記憶手段により前記暫定ユーザ識別情報に対応付けら
れた生体情報が記憶されている場合には、当該暫定ユーザ識別情報を被測定者に通知し、
通知した暫定ユーザ識別情報に対応付けて記憶されている生体情報を、前記特定手段又は
前記認証手段によって特定されたユーザ識別情報に対応付けて記憶してもよいか否かを前
記被測定者に質問する第２の質問手段を備え、
　前記記憶制御手段は、前記第２の質問手段による質問に対し、生体情報を記憶してもよ
い旨の返答が前記被測定者からあったときには、前記暫定ユーザ識別情報に対応付けて前
記生体情報記憶手段に記憶されている生体情報を、当該暫定ユーザ識別情報に代えて、前
記特定手段又は前記認証手段が特定したユーザ識別情報に対応付けて記憶させる
　ことを特徴とする請求項３に記載の生体情報管理装置。
【請求項５】
　前記生体情報記憶手段は、前記生体情報取得手段が前記生体情報を取得した時期を、当
該生体情報に対応付けて記憶し、
　前記特定手段は、前記時期に応じて決められた閾値を超える生体情報に対応付けて前記
生体情報記憶手段に記憶されているユーザ識別情報を特定する
　ことを特徴とする請求項４に記載の生体情報管理装置。
【請求項６】
　前記生体情報には、当該生体情報の時系列な変化の度合いに応じて前記閾値が設定され
ており、
　前記特定手段は、時系列な変化の度合いに応じて設定された閾値を超える生体情報に対
応付けて前記生体情報記憶手段に記憶されているユーザ識別情報を特定する
　ことを特徴とする請求項４に記載の生体情報管理装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の生体情報管理装置と、
　前記被測定者の生体情報を測定し、その測定結果を出力する測定手段と
　を備え、
　前記生体情報管理装置の前記生体情報取得手段は、前記測定手段によって出力された測
定結果を、前記被測定者の測定結果として取得する
　ことを特徴とする生体情報測定管理装置。
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【請求項８】
　コンピュータを、
　各ユーザのユーザ識別情報と前記各ユーザの生体情報とを対応付けて記憶する生体情報
記憶手段と、
　被測定者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、
　前記生体情報取得手段が取得した生体情報と、前記生体情報記憶手段に記憶された生体
情報との類似度を算出する類似度算出手段と、
　算出された前記類似度が閾値を超える生体情報を特定し、特定した前記生体情報に対応
付けて前記生体情報記憶手段に記憶されているユーザ識別情報を特定する特定手段と、
　前記特定手段によって前記ユーザ識別情報を特定することができた場合には、前記生体
情報取得手段によって取得された前記生体情報を、特定された前記ユーザ識別情報に対応
付けて前記生体情報記憶手段に記憶させ、前記特定手段によってユーザ識別情報を特定す
ることができなかった場合には、前記生体情報取得手段によって取得された前記生体情報
を、新たに生成した暫定ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させる
記憶制御手段と
　して機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被測定者の生体情報を管理するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体重計や体脂肪計或いは血圧計などの各種の生体情報測定装置においては、指紋等を用
いた認証を行ってユーザが誰であるかを特定し、その測定結果をユーザごとに管理する機
能が実装されているものがある。
【０００３】
　しかし、認証情報として指紋を用いる場合、例えば指に怪我していたり、傷やゴミが付
いているときには、採取した指紋と登録している指紋とが一致せず、これにより、予め登
録された真のユーザであっても生体情報測定装置が認証できないことがある。このように
、人間の生体的な特徴である生体情報に基づいて認証を行った場合、ユーザが同一人物で
あったとしても、生体情報の登録時と認証時とにおける健康状態や身体状態の違いにより
生体情報が変化してしまい、このため、認証を誤ってしまって正しくユーザ管理を行えな
いことがある。そこで、特許文献１には、認証を誤ったときための措置として、ＩＣカー
ドや暗証番号など、生体情報以外の認証手段を用いて認証を行う技術が開示されている。
【特許文献１】特開２０００－２００１１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、その認証方法がＩＣカード等の物品を要
する方法であれば、ユーザはこれを常に携帯して第３者に盗まれないように管理しておか
なければならない。また、暗証番号を要する方法であれば、ユーザはこれを正しく記憶し
ておかなければならない。よって、いずれの方法を採ったとしても、ユーザに強いられる
負担が大きい。
【０００５】
　本発明は、かかる事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、被測定者に負担を強
いることなく、生体情報をユーザ毎に正しく管理することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した目的を達成するために、本発明は、各ユーザのユーザ識別情報と、前記各ユー
ザの生体情報とを対応付けて記憶する生体情報記憶手段と、被測定者の生体情報を取得す
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る生体情報取得手段と、前記生体情報取得手段が取得した生体情報と、前記生体情報記憶
手段に記憶された生体情報との類似度を算出する類似度算出手段と、算出された前記類似
度が閾値を超える生体情報を特定し、特定した前記生体情報に対応付けて前記生体情報記
憶手段に記憶されているユーザ識別情報を特定する特定手段と、前記特定手段によって前
記ユーザ識別情報を特定することができた場合には、前記生体情報取得手段によって取得
された前記生体情報を、特定された前記ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手
段に記憶させ、前記特定手段によってユーザ識別情報を特定することができなかった場合
には、前記生体情報取得手段によって取得された前記生体情報を、新たに生成した暫定ユ
ーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させる記憶制御手段とを備えるこ
とを特徴とする生体情報管理装置を提供する。
　これにより、被測定者に負担を強いることなく、生体情報をユーザ毎に正しく管理する
ことができる。
【０００７】
　本発明の好ましい態様においては、前記特定手段が特定した前記ユーザ識別情報を前記
被測定者に通知し、通知したユーザ識別情報に対応付けて、前記生体情報取得手段が取得
した生体情報を記憶してもよいか否かを前記被測定者に質問する第１の質問手段を備え、
前記記憶制御手段は、前記第１の質問手段による質問に対し、生体情報を記憶してもよい
旨の返答が前記被測定者からあったときには、前記生体情報取得手段が取得した前記生体
情報を、通知した前記ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させても
よい。
　このように、被測定者に通知したユーザ識別情報に対応付けて生体情報を記憶してもよ
いことを被測定者に確認してからユーザ識別情報と生体情報とを対応付けて記憶するので
、生体情報をユーザ毎により正しく管理することができる。
【０００８】
　本発明の好ましい態様においては、前記各ユーザのユーザ識別情報と、前記各ユーザを
認証するための認証情報とをそれぞれ対応付けて記憶する認証情報記憶手段と、前記被測
定者から認証情報を取得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段が取得した認証
情報と、前記認証情報記憶手段に記憶された認証情報とを照合し、一致した認証情報に対
応付けて前記認証情報記憶手段に記憶されているユーザ識別情報を特定する認証手段とを
備え、前記認証手段によってユーザ識別情報を特定することができた場合、前記記憶制御
手段は、前記生体情報取得手段が取得した前記生体情報を、前記認証手段が特定した前記
ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させ、前記認証手段によってユ
ーザ識別情報を特定することができなかった場合、前記記憶制御手段は、前記生体情報取
得手段が取得した前記生体情報を、前記特定手段が特定した前記ユーザ識別情報に対応付
けて前記生体情報記憶手段に記憶させてもよい。
　このように、認証情報に基づいてユーザ識別情報を特定することができた場合には、こ
のユーザ識別情報に生体情報を対応付けるし、認証情報に基づいてユーザ識別情報を特定
することができなかった場合には、生体情報に基づいて被測定者に割り当てられたユーザ
識別情報を特定するから、生体情報をユーザ毎により正しく管理することができる。
【０００９】
　本発明の好ましい態様においては、前記被測定者について前記特定手段又は前記認証手
段によってユーザ識別情報を特定することができ、且つ、前記生体情報記憶手段により前
記暫定ユーザ識別情報に対応付けられた生体情報が記憶されている場合には、当該暫定ユ
ーザ識別情報を被測定者に通知し、通知した暫定ユーザ識別情報に対応付けて記憶されて
いる生体情報を、前記特定手段又は前記認証手段によって特定されたユーザ識別情報に対
応付けて記憶してもよいか否かを前記被測定者に質問する第２の質問手段を備え、前記記
憶制御手段は、前記第２の質問手段による質問に対し、生体情報を記憶してもよい旨の返
答が前記被測定者からあったときには、前記暫定ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情
報記憶手段に記憶されている生体情報を、当該暫定ユーザ識別情報に代えて、前記特定手
段又は前記認証手段が特定したユーザ識別情報に対応付けて記憶させてもよい。
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　このように、ユーザ識別情報が特定された被測定者に対して暫定ユーザ識別情報を質問
し、返答された暫定ユーザ識別情報に対応付けられた生体情報を、この被測定者に割り当
てられたユーザ識別情報に対応付けるから、生体情報をユーザ毎により正しく管理するこ
とができる。
【００１０】
　本発明の好ましい態様においては、前記生体情報記憶手段は、前記生体情報取得手段が
前記生体情報を取得した時期を、当該生体情報に対応付けて記憶し、前記特定手段は、前
記時期に応じて決められた閾値を超える生体情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記
憶されているユーザ識別情報を特定してもよい。
　このように、生体情報を取得した時期に応じて、ユーザ識別情報を特定するための閾値
を決めるから、仮に被測定者の生体情報に変化があったとしても、生体情報をユーザ毎に
より正しく管理することができる。
【００１１】
　本発明の好ましい態様においては、前記生体情報には、当該生体情報の時系列な変化の
度合いに応じて前記閾値が設定されており、前記特定手段は、時系列な変化の度合いに応
じて設定された閾値を超える生体情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶されてい
るユーザ識別情報を特定してもよい。
　このように、生体情報の時系列な変化の度合いに応じて、ユーザ識別情報を特定するた
めの閾値が設定されるから、測定される生体情報の特性に関わらず、生体情報をユーザ毎
により正しく管理することができる。
【００１２】
　また、本発明は、上記構成のいずれか１の生体情報管理装置と、前記被測定者の生体情
報を測定し、その測定結果を出力する測定手段とを備え、前記生体情報管理装置の前記生
体情報取得手段は、前記測定手段によって出力された測定結果を、前記被測定者の測定結
果として取得することを特徴とする生体情報測定管理装置を提供する。
　これにより、被測定者に負担を強いることなく、測定した生体情報をユーザ毎に正しく
管理することができる。
【００１３】
　また、本発明は、コンピュータを、各ユーザのユーザ識別情報と前記各ユーザの生体情
報とを対応付けて記憶する生体情報記憶手段と、被測定者の生体情報を取得する生体情報
取得手段と、前記生体情報取得手段が取得した生体情報と、前記生体情報記憶手段に記憶
された生体情報との類似度を算出する類似度算出手段と、算出された前記類似度が閾値を
超える生体情報を特定し、特定した前記生体情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記
憶されているユーザ識別情報を特定する特定手段と、前記特定手段によって前記ユーザ識
別情報を特定することができた場合には、前記生体情報取得手段によって取得された前記
生体情報を、特定された前記ユーザ識別情報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶さ
せ、前記特定手段によってユーザ識別情報を特定することができなかった場合には、前記
生体情報取得手段によって取得された前記生体情報を、新たに生成した暫定ユーザ識別情
報に対応付けて前記生体情報記憶手段に記憶させる記憶制御手段として機能させるための
プログラムを提供する。
　これにより、被測定者に負担を強いることなく、生体情報をユーザ毎に正しく管理する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、本発明を実施するための最良の形態について説明する。
　この実施形態の説明においては、生体情報測定管理装置によって生体情報が測定される
者を「被測定者」と呼ぶ。そして、この被測定者のうち、特に生体情報測定管理装置に予
め登録された正規の被測定者のことを「登録ユーザ」と呼び、登録されていない被測定者
のことを「暫定ユーザ」と呼ぶ。
【００１５】
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（Ａ）実施形態の構成
　図１は、本発明の一実施形態である血圧測定管理装置１の概観を示す斜視図である。
　この血圧測定管理装置１は、脈波検知機能を備えた血圧／脈拍計であり、被測定者の生
体情報である血圧値および脈拍数を測定して管理する生体情報測定管理装置である。被測
定者が血圧値および脈拍数を測定したい場合には、まず、指紋読取デバイス１８に指先を
接触させて指紋を読み取らせる。指紋による認証を経て、血圧測定管理装置１へのログイ
ンがなされると、被測定者はカフ１７１を上腕部に巻回し、操作部１４の所定のボタンを
押下して測定の開始を指示する。この指示に応じて、血圧測定管理装置１は、後述する装
置内の空気ポンプ１７２からカフ１７１へ空気を充填した後、その空気を徐々に抜きなが
ら、ユーザの心拍に同期する血圧変化を検知し、その検知結果に基づいて血圧値および脈
拍数を測定する。血圧測定管理装置１は、この測定により得られた血圧値および脈拍数を
記憶すると共に、液晶ディスプレイである表示部１５に表示する。
【００１６】
（Ａ－１）血圧測定管理装置１の構成
　次に、図２は、血圧測定管理装置１の構成を示すブロック図である。
　図２に示すように、血圧測定管理装置１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１
と、ＲＯＭ（Read Only Memory）１２と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１３と、操作
部１４と、表示部１５と、記憶部１６と、測定部１７と、指紋読取デバイス１８とを備え
る。ＣＰＵ１１は、ＲＡＭ１３を作業用のワークエリアとして、ＲＯＭ１２に記憶された
各種制御プログラムに記述された手順に従い演算処理を行って、装置全体を制御する。操
作部１４は、各種のキーを備えており、押下されたキーに対応した信号をＣＰＵ１１へ出
力する。表示部１５は、液晶ディスプレイであり、ＣＰＵ１１の制御の下で、上述した測
定結果のほか、血圧測定管理装置１を操作するためのメニュー画面や、被測定者に質問す
るための対話画面を表示する。
【００１７】
　測定部１７は、上述したカフ１７１と空気ポンプ１７２のほか、圧力センサ１７３と、
脈波検出センサ１７４と、血圧算出部１７５と、脈拍数算出部１７６とを備えており、被
測定者の血圧値および脈拍数を測定して、その測定結果をＣＰＵ１１へ出力する。空気ポ
ンプ１７２は、カフ１７１に空気を充填したりカフ１７１から空気を抜いたりすることで
、カフ１７１を膨張又は伸縮させる。圧力センサ１７３は、被測定者の脈に応じて変化す
る、カフ１７１の内気圧を検出する。脈波検出センサ１７４は、例えば光電センサや圧電
素子であり、被測定者の脈波を検出する。血圧算出部１７５は、圧力センサ１７３によっ
て検出された圧力と、脈波検出センサ１７４によって検出された脈波とに基づいて、収縮
期血圧値（以下、「上の血圧値」という）及び拡張期血圧値（以下、「下の血圧値」とい
う）を算出する。以下では、単に「血圧値」と称する場合には、これらの「上の血圧値」
及び「下の血圧値」のことを指す。脈拍数算出部１７６は、脈波検出センサ１７４により
検出される脈波の所定時間あたりの波数を計数して、これを「心拍数」として算出する。
このように、測定部１７は、「上の血圧値」、「下の血圧値」および「脈拍数」を、被測
定者の生体情報として測定する。
【００１８】
　指紋読取デバイス１８は、被測定者の指紋を読み取って、その指紋を表す指紋データ（
またはその指紋データに応じたハッシュ値）を、被測定者を認証するための認証情報とし
てＣＰＵ１１に供給する。つまり、指紋読取デバイス１８は、認証情報が入力される入力
手段である。ＣＰＵ１１は、指紋読取デバイス１８から供給されてくる認証情報（指紋デ
ータ）と、記憶部１６に認証情報として予め記憶された登録ユーザの指紋データとを照合
することで認証を行って、被測定者が登録ユーザであるのかないのか、又は、被測定者が
登録ユーザである場合にどの登録ユーザであるかを特定する。
【００１９】
　記憶部１６は、例えばフラッシュメモリなどの不揮発性の記憶手段であり、登録ユーザ
から認証情報として予め採取した指紋データと、認証情報管理テーブル１６１と、登録ユ
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ーザ生体情報管理テーブル１６２と、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３とを記憶し
ている。登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２及び暫定ユーザ生体情報管理テーブル１
６３は、被測定者の生体情報が記述（記憶）される手段である。
【００２０】
（Ａ－２）認証情報管理テーブル１６１の構成
　ここで、図３は、認証情報管理テーブル１６１の内容の一例を示す図である。
　図３に示すように、認証情報管理テーブル１６１には、「登録ユーザＩＤ」と「指紋Ｉ
Ｄ」とが互いに対応付けて記述されている。「登録ユーザＩＤ」は、ＣＰＵ１１によって
各々の登録ユーザに対して割り当てられたユーザ識別情報である。前述した「登録ユーザ
」とは、この「登録ユーザＩＤ」が割り当てられているユーザのことである。「指紋ＩＤ
」は、ＣＰＵ１１によって、各登録ユーザの指紋を表す指紋データに割り当てられた識別
情報である。以下では、図中の登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ」が割り当てられた登録ユー
ザを「登録ユーザＡ」と呼び、その指紋データの指紋ＩＤを「指紋Ａ」とする。同様に、
登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ｂ」が割り当てられた登録ユーザを「登録ユーザＢ」と呼び、
その指紋データの指紋ＩＤを「指紋Ｂ」とする、さらに、登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ｃ」
が割り当てられた登録ユーザを「登録ユーザＣ」と呼び、その指紋データの指紋ＩＤを「
指紋Ｃ」とする。これらの認証情報としての指紋データは、指紋登録時に指紋読取デバイ
ス１８によって読み取られ、ＣＰＵ１１によって指紋ＩＤと関連づけられて記憶部１６に
記憶されたものである。
【００２１】
（Ａ－３）登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２の構成
　次に、図４は、登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２の内容の一例を示す図である。
　図４に示すように、登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２には、「登録ユーザＩＤ」
と「測定結果」とが互いに対応付けて記述されている。「登録ユーザＩＤ」は、上述した
とおり、登録ユーザに割り当てられたユーザ識別情報である。「測定結果」は、登録ユー
ザである被測定者の各測定項目の生体情報（「上の血圧値」、「下の血圧値」および「脈
拍数」）の測定結果を表す数値のことであり、図４に示したように、これらは「測定日時
」に対応付けられている。この測定日時は、生体情報が測定された日時を表しているが、
測定時刻に関してはその図示および説明を省略する。同図においては、測定日時に応じた
時系列的に測定結果を示している。測定部１７によって生体情報が測定されると、ＣＰＵ
１１によって、この登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２の対応するフィールドに、登
録ユーザごとに分けて生体情報が書き込まれる。
【００２２】
　図４の例では、登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ」に対応付けて、測定日時「2007/4/15」
の生体情報の測定結果として、上の血圧値「１３０」、下の血圧値「７０」、脈拍数「７
５」が記述され、測定日時「2007/7/18」の測定結果として、上の血圧値「１３５」、下
の血圧値「７２」、脈拍数「８５」が記述され、測定日時「2007/8/8」の測定結果として
、上の血圧値「１３０」、下の血圧値「７２」、脈拍数「７９」が記述され、測定日時「
2007/8/23」の測定結果として、上の血圧値「１２７」、下の血圧値「６５」、脈拍数「
７３」が記述されるといった具合に、生体情報の測定結果がその測定日時に沿って順次書
き込まれている。ここでは、測定日時「2007/8/23」が最新の測定結果であり、その右側
のフィールドはブランクである。また、その他の登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ｂ」、「ＵＩ
Ｄ－Ｃ」・・・においても同様に、測定日時と、生体情報の測定結果とが対応付けられて
書き込まれている。
【００２３】
（Ａ－４）暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３の構成
　次に、図５は、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３の内容の一例を示す図である。
　図５に示すように、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３には、「暫定ユーザＩＤ」
と「測定結果」とが互いに対応付けて書き込まれている。「暫定ユーザＩＤ」は、前述し
た暫定ユーザ、つまり認証情報管理テーブル１６１に登録ユーザＩＤが書き込まれていな
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い、新たなユーザに割り当てられる。「測定結果」は、登録ユーザ生体情報管理テーブル
１６２と同様に、暫定ユーザの各測定項目の測定結果（「上の血圧値」、「下の血圧値」
および「脈拍数」）と、その測定日時とを含むものである。
【００２４】
　図５の例では、暫定ユーザＩＤ「ＰＩＤ－１」に対応付けて、測定日時「2007/8/2」の
生体情報の測定結果として、上の血圧値「１３２」、下の血圧値「７１」、脈拍数「７４
」が記述されている。また、暫定ユーザＩＤ「ＰＩＤ－２」に対応付けて、測定日時「20
07/8/20」の測定結果として、上の血圧値「１３３」、下の血圧値「７３」、脈拍数「８
２」が記述されている。
【００２５】
（Ｂ）実施形態の動作
　次に、図３～図５に図示した各テーブルの内容に沿って、実施形態の動作を説明する。
　図６は、血圧測定管理装置１のＣＰＵ１１が実行する処理の流れを示すフローチャート
である。図６において、まず、被測定者は、血圧測定管理装置１にログインするべく、指
紋読取デバイス１８に自身の指先を接触させる。ＣＰＵ１１は、指紋読取デバイス１８に
その指先の指紋を読み取らせて、その読取結果を表す指紋データを認証情報として取得す
る（ステップＳ１）。そして、ＣＰＵ１１は、記憶部１６に記憶された指紋データと、指
紋読取デバイス１８から取得した指紋データとを照合して認証を行い（ステップＳ２）、
記憶部１６に記憶された指紋データの中に、指紋読取デバイス１８から取得した指紋デー
タに一致するものがあるか否かによって、被測定者の認証に成功したかどうかを判定する
（ステップＳ３）。
【００２６】
（Ｂ－１）認証に失敗した場合
　ここで、ステップＳ３にてユーザ認証に失敗した場合の血圧測定管理装置１の動作につ
いて説明する。
　ＣＰＵ１１は、取得した指紋データに一致する指紋データが記憶部１６に記憶されてい
ない場合には、認証に失敗したと判定し（ステップＳ３；ＮＯ）、認証を試みた被測定者
が誰であるか不明のまま、ステップＳ４に進む。そして、ＣＰＵ１１は、表示部１５に生
体情報の測定方法を案内するメッセージを表示するなどして、被測定者の生体情報を測定
部１７に測定させる（ステップＳ４）。つまり、この案内に従って、被測定者がカフ１７
１を上腕部に巻回し、操作部１４を操作することによって生体情報の測定を指示すると、
これに応じてＣＰＵ１１は、測定部１７に生体情報を測定させ、測定が終了したら、この
測定結果を取得する。
【００２７】
　続いて、ＣＰＵ１１は、取得した生体情報の測定結果と、登録ユーザ生体情報管理テー
ブル１６２に書き込まれている過去の生体情報の測定結果との間の類似の度合いに基づい
て、被測定者に対応する登録ユーザを特定するための処理を開始する。
　まず、ＣＰＵ１１は、ステップＳ４で行った今回の測定における測定結果と、登録ユー
ザ生体情報管理テーブル１６２に書き込まれている過去の測定結果との類似度を、登録ユ
ーザごとに算出する（ステップＳ５）。具体的には、ＣＰＵ１１は、現在日時から過去に
遡った所定期間（例えば、３ヶ月間）の測定結果の平均値を、「上の血圧値」、「下の血
圧値」、「脈拍数」のそれぞれの測定項目毎に算出する。例えば、現在日時が「2007/8/2
5」とすると、登録ユーザＡについては、図４において「2007/07/18」～「2007/08/23」
の測定結果の平均値を算出することになる。ＣＰＵ１１は、それぞれの測定項目の平均値
を、今回の測定結果の値で除算することにより類似度を算出する。そして、ＣＰＵ１１は
、算出した類似度の全測定項目（「上の血圧値」、「下の血圧値」および「脈拍数」）に
ついての平均値を算出し、これを百分率で表したものをその登録ユーザに対する類似度と
する。両者の類似度が高いほど、算出値は「１００％」に近づくことになる。
【００２８】
　そして、ＣＰＵ１１は、算出した類似度が最も高く、且つ、所定の閾値（例えば９０％
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）を超える登録ユーザを特定する（ステップＳ６）。例えば、登録ユーザＡに対する類似
度が９５％、登録ユーザＢに対する類似度が７３％、登録ユーザＣに対する類似度が９１
％であるとすると、ＣＰＵ１１は、閾値を超え、且つ、類似度が最も高い測定結果に対応
付けられた「登録ユーザＡ」が、今回の測定対象である被測定者と同一人物である可能性
が高いと特定する。生体情報は、人物によってその特徴が異なるし、短期間に急激に変化
することが少ないから、ＣＰＵ１１は、この生体情報を被測定者の特徴量として用いるこ
とで、被測定者と同一人物である可能性が高い登録ユーザを特定することができるのであ
る。
【００２９】
　ここで、ＣＰＵ１１は、登録ユーザを特定することができたら（ステップＳ６；ＹＥＳ
）、この登録ユーザが被測定者と同一人物であるか否かを被測定者に質問する（ステップ
Ｓ７）。具体的には、ＣＰＵ１１は、図７に示したような表示画面Ｍ１を表示部１５に表
示させる。ステップＳ６において、ＣＰＵ１１は、登録ユーザＡを特定したから、図７に
示したように、この表示画面Ｍ１には「あなたの登録ユーザＩＤは、『ＵＩＤ－Ａ』です
か？」という質問のメッセージとともに、この質問に対して返答するための「はい」およ
び「いいえ」というソフトボタンが表示される。つまり、ＣＰＵ１１は、通知した登録ユ
ーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ」に対応付けて生体情報の測定結果を記憶してもよいか否かを被測
定者に質問することになる（第１の質問手段）。このとき、登録ユーザＩＤが「ＵＩＤ－
Ａ」などといった、単なる文字列であると、被測定者はそれが自身の登録ユーザＩＤであ
るかどうかを判別しづらいが、例えば「お父さん」や「○○ちゃん」等のニックネームを
登録ユーザＩＤとして用いていれば、その判別は容易である。ＣＰＵ１１は、この表示画
面Ｍ１を表示させ、被測定者によって操作部１４が操作されることにより「はい」か「い
いえ」かのいずれが選択されると、この操作内容に応じて、特定した登録ユーザＩＤが正
しかったかどうかを判断することができる。
【００３０】
　ここで、被測定者が「はい」のソフトボタンを選択すると、この操作内容を表す制御信
号を受信したＣＰＵ１１は、類似度が最も高かった登録ユーザが被測定者と同一人物であ
ると特定する（ステップＳ８；ＹＥＳ）。この場合、被測定者の返答操作によって、測定
結果をこの登録ユーザＩＤに対応付けて記憶してよい旨が指示されたことになるから、Ｃ
ＰＵ１１は、登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２における、この登録ユーザＩＤに対
応付けて、測定日時と生体情報の測定結果とを書き込む（ステップＳ９）。この結果、登
録ユーザ生体情報管理テーブル１６２の内容は、図８に示したようになる。図８に示すよ
うに、今回の測定結果が上の血圧値「１３２」、下の血圧値「７２」、脈拍数「７６」で
あったとすると、この処理によって、同図のフィールドＦ１に示したように、現在日時「
2007/8/25」に対応付けて測定結果が新たに書き込まれることになる。
【００３１】
　一方、被測定者が「いいえ」のソフトボタンを選択すると、この操作内容を表す制御信
号を受信したＣＰＵ１１は、特定した登録ユーザが被測定者と同一人物ではないと判定し
（ステップＳ８；ＮＯ）、登録ユーザＩＤとは異なる「暫定ユーザＩＤ」を生成する（ス
テップＳ１０）。このとき生成する暫定ユーザＩＤは、既に暫定ユーザ生体情報管理テー
ブル１６３に書き込まれている暫定ユーザＩＤ（ＰＩＤ－１およびＰＩＤ－２）以外の暫
定ユーザＩＤであり、例えば「ＰＩＤ－３」である。そして、ＣＰＵ１１は、生成した暫
定ユーザＩＤと測定結果とを対応付けて、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に書き
込む（ステップＳ１１）。この結果、図９に示したように、暫定ユーザ生体情報管理テー
ブル１６３のフィールドＦ２には、暫定ユーザＩＤ「ＰＩＤ－３」に対応付けて、生体情
報の測定結果が書き込まれることになる。このとき、ＣＰＵ１１は、書き込んだ暫定ユー
ザＩＤ「ＰＩＤ－３」を表示部１５に表示するなどして、その暫定ユーザＩＤを被測定者
（暫定ユーザ）に通知する。暫定ユーザはそれを覚えるかメモに残すなどして、それを忘
れないようにする。このとき通知された暫定ユーザＩＤは、後述する「認証に成功した場
合」の処理で利用される。なお、暫定ユーザがこの暫定ユーザＩＤを忘れにくいように、
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例えば、測定日時を暫定ユーザＩＤに用いるとか、果物の名前を暫定ユーザＩＤに用いる
などのような工夫があると望ましい。
【００３２】
　ところで、ステップＳ６において判定結果が「ＮＯ」となり、類似度が閾値を超えるよ
うな登録ユーザＩＤが存在しない場合もある。この場合、被測定者が新規のユーザである
か、又は、被測定者は登録ユーザではあるが、その生体情報が当初の予想以上に大きく変
化したためにその被測定者が誰であるかを特定できなかったことになる。この場合、ＣＰ
Ｕ１１はステップＳ１０へ進んで、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に暫定ユーザ
ＩＤと測定結果とを書き込む。
　以上が、認証に失敗した場合の処理である。このように、認証に失敗したとしても、被
測定者と同一人物である登録ユーザを特定することができれば、登録ユーザ生体情報管理
テーブル１６２に測定結果を書き込み、登録ユーザを特定できなければ、暫定ユーザ生体
情報管理テーブル１６３に暫定ユーザＩＤに対応付けて測定結果を書き込むことになる。
【００３３】
（Ｂ－２）認証に成功した場合
　次に、ステップＳ３にて認証に成功した場合の血圧測定管理装置１の動作について説明
する。
　ステップＳ３の判定結果が「ＹＥＳ」となり、ＣＰＵ１１は、取得した指紋データに一
致する指紋データが記憶部１６に記憶されており、認証に成功したと判定すると、認証情
報管理テーブル１６１に基づいて、認証を試みた被測定者と同一人物である登録ユーザを
特定する（ステップＳ１２）。ここでは、ＣＰＵ１１は、被測定者に登録ユーザＩＤ「Ｕ
ＩＤ－Ａ」が割り当てられていると特定したものとする。
【００３４】
　続いて、ＣＰＵ１１は、生体情報の測定を行う前に、暫定ユーザＩＤが割り当てられた
暫定ユーザが、ここで特定した登録ユーザと同一人物であるか否かを判定するための処理
を行う。上述したように、ＣＰＵ１１は、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に暫定
ユーザＩＤが書き込まれている被測定者を新規のユーザとして扱っている。しかしながら
、生体情報の類似度に基づく登録ユーザの特定は行えなかったものの、登録ユーザと、暫
定ユーザとが同一の被測定者である可能性がある。なぜなら、例えばステップＳ４での測
定結果は、例えば被測定者が激しい運動を行った直後に測定されたものであったり、健康
状態が悪いときに測定されたものであれば、日常における生体情報と大きく異なることが
あるが、この場合、ＣＰＵ１１は、生体情報の類似度から登録ユーザを特定できずに、暫
定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に測定結果を書き込むことになるからである。
【００３５】
　そこで、まず、ＣＰＵ１１は、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に、暫定ユーザ
ＩＤが１つでも書き込まれているか否かを判定する（ステップＳ１３）。ここで、ＣＰＵ
１１は、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に暫定ユーザＩＤが全く書き込まれてい
ないと判定すると（ステップＳ１３；ＮＯ）、暫定ユーザＩＤが割り当てられた暫定ユー
ザは存在しないから、ここで、暫定ユーザＩＤに対応する被測定者を特定する処理を行う
必要はない。よって、ＣＰＵ１１は、測定部１７に被測定者の生体情報を測定させる（ス
テップＳ１４）。そして、ＣＰＵ１１は、この生体情報の測定結果を、測定部１７から取
得すると、特定した登録ユーザＩＤと測定結果とを対応付けて、登録ユーザ生体情報管理
テーブル１６２のフィールドに書き込む（ステップＳ１５）。ここでの測定結果は、登録
ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ」に対応付けられ、各測定結果が上の血圧値「１３２」、下の血
圧値「７２」、脈拍数「７６」であったとすると、この処理が行われた後の登録ユーザ生
体情報管理テーブル１６２の内容は、図８と同様になる。
【００３６】
　一方、ＣＰＵ１１は、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に１つでも暫定ユーザＩ
Ｄが書き込まれていると判定すると（ステップＳ１３；ＹＥＳ）、被測定者に、自身に過
去に割り当てられた暫定ユーザＩＤがあるか否かを被測定者に質問する（ステップＳ１６
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）。具体的には、ＣＰＵ１１は、図１０に示したような表示画面Ｍ２を表示部１５に表示
させる。図１０に示したように、この表示画面Ｍ２には、「過去に暫定ユーザＩＤで測定
しましたか？」という質問のメッセージとともに、この質問に対して返答するための「は
い」および「いいえ」というソフトボタンが表示される。
【００３７】
　ここで、被測定者が、自身に割り当てられた暫定ユーザＩＤがないと判断し、「いいえ
」のソフトボタンを選択すると（ステップＳ１６；ＮＯ）、この操作内容を表す制御信号
を受信したＣＰＵ１１は、生体情報の測定のみを行うべく、ステップＳ１４へ進む。
【００３８】
　一方、「はい」のソフトボタンが選択されると（ステップＳ１６；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１
１は、被測定者に暫定ユーザＩＤを質問する（第２の質問手段）（ステップＳ１７）。こ
こでは、ＣＰＵ１１は、暫定ユーザＩＤの入力を要求する表示画面Ｍ３を表示部１５に表
示させる。図１１に示したように、表示画面Ｍ３には、「あなたの暫定ユーザＩＤを入力
してください。」という質問のメッセージとともに、入力フォームＭ３１と、暫定ユーザ
ＩＤの入力が完了した時に選択する「完了」というソフトボタンと、暫定ユーザＩＤの入
力を中止する「中止」というソフトボタンとが表示されている。ここで、被測定者は自身
が覚えている暫定ユーザＩＤを入力フォームＭ３１に入力し、「完了」のソフトボタンを
選択する。これに応じて、ＣＰＵ１１は、入力された暫定ユーザＩＤが、暫定ユーザ生体
情報管理テーブル１６３に書き込まれている暫定ユーザＩＤと一致するか否かを判定する
（ステップＳ１８）。なお、暫定ユーザＩＤそのものを被測定者が逐一入力するのではな
く、ＣＰＵ１１が、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３に書き込まれている暫定ユー
ザＩＤを一覧形式で表示部１５に表示させ、その中から被測定者が自身の暫定ユーザＩＤ
を選択するという方法でも良い。
【００３９】
　ここで、ＣＰＵ１１は、一致する暫定ユーザＩＤがあると判定すると（ステップＳ１８
；ＹＥＳ）、暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３においてこの暫定ユーザＩＤに対応
付けられている測定結果を、認証で特定した登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ」に対応付けて
登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２に書き込む（ステップＳ１９）。この結果、登録
ユーザ生体情報管理テーブル１６２は、図１２に示したようになる。図１２は、暫定ユー
ザＩＤ「ＰＩＤ－１」が被測定者によって入力された場合の登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ
」に対応するフィールドを示したものである。同図のフィールドＦ３に示したように、図
５の暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３において暫定ユーザＩＤ「ＰＩＤ－１」に対
応付けて書き込まれていた生体情報の測定結果が、登録ユーザ生体情報管理テーブル１６
２の登録ユーザＩＤ「ＵＩＤ－Ａ」に対応付けて書き込まれている。
【００４０】
　この測定結果の書き込みを行ったら、暫定ユーザＩＤ「ＰＩＤ－１」を割り当てられた
暫定ユーザが、登録ユーザである「登録ユーザＡ」と同一人物と特定したことになるから
、ＣＰＵ１１は暫定ユーザＩＤ「ＰＩＤ－１」および対応する測定結果を、暫定ユーザ生
体情報管理テーブル１６３から消去する（ステップＳ２０）。
【００４１】
　ところで、ステップＳ１８の判定結果が「ＮＯ」であり、ＣＰＵ１１が、入力された暫
定ユーザＩＤと一致するものが暫定ユーザ生体情報管理テーブル１６３にないと判断する
と、ステップＳ１４へ進む。このとき、被測定者の入力ミスの可能性もあるので、所定回
数（例えば５回）暫定ユーザＩＤの認証に失敗するまでは、ＣＰＵ１１は、「再入力して
ください。」というメッセージを表示部１５に表示させてから、ステップＳ１７に戻るよ
うにしてもよい。また、表示画面Ｍ３において「中止」のソフトボタンが選択された場合
においても、ステップＳ１８でＣＰＵ１１が暫定ユーザＩＤに対応するユーザを特定でき
なかったとして、ステップＳ１４へ進む。
【００４２】
　以上説明した実施形態によれば、血圧測定管理装置１は、認証に失敗したら、今回の測
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定における生体情報の測定結果と、過去の測定結果との類似度に基づいて、被測定者が誰
であるかを特定する。これによって被測定者が登録ユーザであると特定できれば、血圧測
定管理装置１は、登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２におけるこの登録ユーザＩＤに
対応するフィールドに測定結果を書き込む。一方、被測定者が登録ユーザであることを特
定できなければ、新たに生成した暫定ユーザＩＤに対応付けて、暫定ユーザ生体情報管理
テーブル１６３に測定結果を書き込む。また、上記認証に成功したら、過去に暫定ユーザ
ＩＤを用いて測定したかを被測定者に質問し、被測定者によって暫定ユーザＩＤが入力さ
れたら、この暫定ユーザＩＤに対応付けられた測定結果を、暫定ユーザ生体情報管理テー
ブル１６３から登録ユーザ生体情報管理テーブル１６２へ書き換える。
　このように、生体情報の測定結果から被測定者が誰であるかを特定するので、装置構成
は簡易なもので済むし、また、認証のために被測定者に煩雑な作業を行わせることなく、
生体情報の測定結果を正しく管理することができる。
【００４３】
（Ｃ）変形例
　なお、上記実施形態を次のように変形してもよい。具体的には、例えば以下のような変
形が挙げられる。これらの変形は、各々を適宜に組み合わせることも可能である。
（Ｃ－１）変形例１
　上述した実施形態では、血圧値と脈拍数とを測定する生体情報測定管理装置を例に挙げ
て説明したが、これ以外の生体情報を測定する装置であってもよい。例えば、生体情報測
定管理装置として体脂肪計を用いた場合、被測定者の体重や体脂肪率を生体情報として測
定し、この測定結果に基づいて、ユーザ管理を行う。この場合、被測定者は測定部に設け
られた所定の位置に立つことになるから、認証においては足の指の指紋を用いるとよい。
これらの他にも、身長、肺活量等を測定する機器や、握力や背筋力等の筋力を測定する機
器等の、被測定者によってその測定結果に特徴が現れる生体情報を測定する機器であれば
、生体情報管理装置として用いることが可能である。
　また、実施形態では、測定部を備える生体情報測定管理装置の例であったが、この測定
部を外部構成とした生体情報管理装置であっても、本発明を構成することができる。この
場合、生体情報管理装置のＣＰＵは、被測定者の生体情報を測定してその測定結果を出力
する測定部から、その測定結果を被測定者の測定結果として取得し、上述した処理を行う
。
【００４４】
（Ｃ－２）変形例２
　上述した実施形態のステップＳ５の類似度の算出においては、今回の測定結果を、測定
項目毎に過去の測定結果の平均値で除算し、さらに、これら全測定項目の平均値を算出し
て、これを登録ユーザに対する生体情報の類似度としていた。ただし、この類似度の算出
においては、他の方法を用いて算出してもよい。
　例えば、登録ユーザと被測定者とが同一人物でなくても、ある測定項目について偶然に
類似度が高くなり、これに応じて、他の測定項目の類似度が低くても全測定項目について
の類似度が高くなってしまい、この場合、登録ユーザの特定を誤ってしまう虞もある。よ
って、測定項目毎に閾値を設けておき、１つでも類似度がこの閾値を下回る測定項目があ
れば、ＣＰＵ１１はこの登録ユーザは、被測定者と異なる人物であると判定するようにし
てもよい。
【００４５】
　また、測定項目毎に閾値を設ける場合、測定内容によっては、健康状態に応じて測定結
果が変化しやすいものと、変化しにくいものとがある。例えば、「心拍数」は、成人男性
の通常時の数値がおよそ「６０～１００」であるのに対し、激しい運動を行った後などに
おいては、「１５０」を超えることもあり、その変動量は大きい。一方で、「体重」や「
体脂肪」などは短期間のうちに大きく変動することはごく希である。よって、「心拍数」
のように、時系列の変化の度合いが大きい測定項目に対しては、その類似度判定に用いる
閾値を低くしておき、「体重」や「体脂肪」のように、時系列の変化の度合いが小さい測
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定項目に対してはその閾値を高くするとよい。このような測定項目に応じた閾値は、血圧
測定管理装置１の設計段階で予め設定されていてもよいし、血圧測定管理装置１自体が或
る登録ユーザの過去の測定結果を参照して、その時間の経過に対する測定結果の変動量の
大きさに基づいて、適切な閾値を設定するようにしてもよい。このような構成によれば、
測定される生体情報の特性に関わらず、より正確に被測定者が誰であるかを特定すること
ができる。
【００４６】
　また、実施形態では、過去３ヶ月にわたっての測定結果の平均値を算出していたが、平
均値の算出対象期間は、これ以上長い期間であってもよいし、短い期間であってもよい。
ただし、古い測定結果を類似度の算出に用いると、被測定者の成長や健康状態の変化等に
よって生体情報が大きく変化することもあるから、この期間を長く設定する場合には、類
似度を判定する際の閾値を低くするのが好ましい。このようにすれば、被測定者の生体情
報に変化があったとしても、被測定者が誰であるかを正確に特定することができる。逆に
、この期間を短くする場合には、閾値を高くすると、被測定者が誰であるかを正確に特定
することができる。
【００４７】
（Ｃ－３）変形例３
　上述した実施形態のステップＳ６，７においては、算出した測定結果の類似度が最も高
く、且つ、類似度が所定の閾値（９０％）を超える測定結果に対応する登録ユーザが、被
測定者と同一人物である可能性が高いとし、被測定者にこれが正しいか否かを質問してい
た。上述したように、生体情報は、人物を特定するための特徴量となるため、類似度が１
００％に限りなく近い場合には、ほぼ間違いなく登録ユーザと被測定者とが同一人物であ
るといえる。よって、例えば類似度が第１の閾値（例えば、９５％）以上であれば、ＣＰ
Ｕ１１はステップＳ７をスキップしてＳ８へ進み、被測定者に質問することなく、登録ユ
ーザと被測定者とが同一人物であると特定し、類似度が第２の閾値（例えば、９０％）以
上、且つ、第２の閾値（９５％）未満であれば、ステップＳ７において被測定者に登録ユ
ーザであるか否かを質問する、という構成にしてもよい。
【００４８】
（Ｃ－４）変形例４
　上述した実施形態では、認証（ステップＳ１～Ｓ３）に失敗した場合に、ステップＳ４
～Ｓ１１の処理ステップを実行して、生体情報の類似度から登録ユーザを特定するための
処理を行っていたが、この認証を省略する構成としてもよい。この場合、血圧測定管理装
置１は、認証を行うことなくステップＳ４から処理を開始するので、被測定者が誰である
かを生体情報の測定結果のみから特定することになる。この場合において、被測定者は測
定を行うよう操作部１４を介して指示すると、血圧測定管理装置１は直ちに生体情報の測
定を行い、そのときの測定結果と過去の測定結果との類似度に基づいて被測定者が誰であ
るかを特定する。このようにすれば、認証のための煩雑な作業を被測定者に行わせなくて
済み、スムーズな測定が可能となる。
【００４９】
（Ｃ－５）変形例５
　上述した実施形態では、指紋による認証を行っていたが、これに代えて、例えば網膜認
証や声帯認証などの生体情報を用いた、いわゆるバイオメトリクス認証を行うことができ
る。このようなバイオメトリクス認証を用いれば、パスワードの入力等の煩雑な作業をユ
ーザに行わせることなく、容易に高精度な認証を行うことができる。
　また、認証手段としては、生体情報の測定項目に応じたものを用いることが好ましい。
例えば、血圧測定管理装置１においては、被測定者はカフ１７１を腕に巻回して測定を行
うから、血圧測定管理装置１が、測定開始時にこのカフ１７１を介して認証に必要な認証
情報を取得することができれば、被測定者が認証のために行わなければならない煩雑な作
業を減らすことができる。このために、この血圧測定管理装置は、例えば脈波を用いた認
証を行うとよい。
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【００５０】
（Ｃ－６）変形例６
　また、上述したＣＰＵ１１が実行するプログラムは、磁気テープ、磁気ディスク、フロ
ッピー（登録商標）ディスク、光記録媒体、光磁気記録媒体、ＣＤ（Compact Disk）、Ｄ
ＶＤ（Digital Versatile Disk）、ＲＡＭなどの記録媒体に記録した状態で提供し得る。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の一実施形態である生体情報管理装置の概観を示す斜視図である。
【図２】血圧測定管理装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図３】認証情報管理テーブルの内容の一例を示す図である。
【図４】登録ユーザ生体情報管理テーブルの内容の一例を示す図である。
【図５】暫定ユーザ生体情報管理テーブルの内容の一例を示す図である。
【図６】血圧測定管理装置のＣＰＵが実行する処理の流れを示すフローチャートである。
【図７】生体情報管理装置の表示画面の一例を示す図である。
【図８】登録ユーザ生体情報管理テーブルの内容の一例を示す図である。
【図９】暫定ユーザ生体情報管理テーブルの内容の一例を示す図である。
【図１０】生体情報管理装置の表示画面の一例を示す図である。
【図１１】表生体情報管理装置の表示画面の一例を示す図である。
【図１２】登録ユーザ生体情報管理テーブルの内容の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００５２】
１…血圧測定管理装置、１１…ＣＰＵ、１２…ＲＯＭ、１３…ＲＡＭ、１４…操作部、１
５…表示部、１６…記憶部、１６１…認証情報管理テーブル、１６２…登録ユーザ生体情
報管理テーブル、１６３…暫定ユーザ生体情報管理テーブル、１７…測定部、１７１…カ
フ、１７２…空気ポンプ、１７３…圧力センサ、１７４…脈波検出センサ、１７５…血圧
算出部、１７６…脈拍数算出部、１８…指紋読取デバイス。
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